
(資料２)脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能向上に関する法律

等の一部を改正する法律に質疑応答集(令和８年２月 27日時点)より抜粋 

 

No. 問 答 

1 基礎における主筋と補強

筋の緊結とはどのような

状態を想定しているの

か。 

基礎が一体的なコンクリートとして荷重を支えられるよう

にするために、主筋と補強筋が相互に応力を伝達できるよ

うな状態を想定しています。 

2 基礎における主筋と補強

筋の緊結の具体的な方法

にはどのようなものがあ

るのか。 

具体的には、フックや住宅用ユニット鉄筋などは十分な耐

力が期待できるものとして挙げられますが、主筋と補強筋

とが相互に応力を伝達できるものであれば、それ以外の方

法を排除するものではありません。 

3 建築確認等において、基

礎における主筋と補強筋

の緊結の具体的な方法に

ついて審査や検査を行う

必要はないのか。 

主筋と補強筋の緊結方法については、個別具体の建築計画

に応じて、設計者が適切に判断することとしています。こ

のため、審査においては、緊結していることが確認されれ

ば、具体的な緊結方法を審査する必要はありません。ま

た、検査においては、構造詳細図との整合を確認すること

とします。 

  

 


